
 

 

令和４年第１回宝塚市議会（定例会）代表質問一覧表 

 

令和４年２月２４日（木）～２５日（金） 

 

 
 

  会  派 議 員 名 発言時間 予定時間 

2月24日 

公明党議員団 藤岡 和枝 議員 90 分  9:15～10:45 

日本共産党 

宝塚市会議員団 
となき正勝 議員 90 分 11:00～12:30 

たからづか真政会 くわはら健三郎 議員 90 分 13:15～14:45 

ともに生きる 

市民の会 
梶川みさお 議員 90 分 15:00～16:30 

2月25日 

日本維新の会 

宝塚市議団 
池田 光隆 議員 90 分  9:15～10:45 

無所属の会 岩佐まさし 議員 70 分 11:00～12:10 

市民ネット宝塚 北野 聡子 議員 90 分 13:00～14:30 

令和安全の会 山本 敬子 議員 90 分 14:45～16:15 

 

※ 議事の進行により、若干時間が前後することがあります。 

 



順位 発 言 事 項 及 び 発 言 者  

 

１ 

 

１ 市政運営の基本方針 

 (1) 危機からの再興 
  ア 行政が優先すべき課題とは 
  イ 他の事業の再編というのは、具体的にどのような事業をどのように再編する

のか 
 (2) ポストコロナ時代を見据えたまちづくり 
  ア 市民サービスを持続的かつ安定的に提供する仕組みの構築は、いつまでに、

どのようなスキームで構築していくのか 
  イ 新しい公・共・私間の協力関係を構築し、協働・共創によるまちづくりを進

め、市がコーディネート機能を担う役割とは、具体的にどういう意味なのか 

 (3) 持続可能なまちづくりに向けた取組 
  ア さらに強化しようと考えている職員力とは、具体的にどういう力なのか、ま

た、外部人材の登用、民間企業への職員派遣などを通して、外部からどういっ

た力を学ぶのか 
  イ 全ての地域でデジタル技術が進むように、市はその支援に具体的にどう取り

組むのか 
  

２ 令和４年度予算に関する主要な施策 

 (1) 都市経営 

  ア 組織横断的な課題に対する機能的で連携の取れた業務執行体制とは、具体的

に 

  イ どういう目的で、デジタル・データ基盤における人材の育成を行い、専門知

識や経験等を有する外部人材を配置するのか 

  ウ 「伝わる広報」を実現するための戦略は、いつまでに、どのような目的と体

制で策定するのか 
  エ 公共施設の中で、維持する建物施設の保全計画は、いつまでに策定するの

か、またその後のスキームは 

  オ 「ＴＡＫＡＲＡＺＵＫＡすみれウィメンズプロジェクト」のどの事業を継続

するのか 

 (2) 安全・都市基盤 
ア 「地域公共交通計画」はいつまでに策定するのか 

 (3) 健康・福祉 
  ア 妊婦健康診査費の助成額の拡充は、どのような目的と意義を持つと考えてい

るのか 

 



  イ 市立病院の在り方については、いつまでに結論を出すのか、またその議論の

体制は 

 (4) 子ども・教育 

  ア 子ども家庭総合支援拠点の設置目的と具体的な業務内容と、そこには所管部

署が明確でなかったヤングケアラー支援や若者支援は含まれるのか 

  イ 養育費の確保に係る事業は、ひとり親支援施策において、どのような意義を

持つと考えるのか 

    ウ 実効性のある学校の風土改革についてどう考えているのか、学校風土の可視

化も提案しているが考え方は 

  エ コミュニティ・スクールの運用を教育委員会と市長部局が連携して進めてい

くための具体的な体制と方針、そして計画策定のロードマップは 
  オ 本市教育の課題である子どもの自尊感情をどのように育てていこうと考えて

いるのか 

  カ 小中学校の通学区域の整合と小中一貫教育に関する取組について、具体的な

スキームと規模は 
 (5) 環境 

  ア ごみ処理施設の整備事業について、具体的なスケジュールを市民にどういう

タイミングでどのように知らせるのか 

 (6) 観光・産業・文化 

  ア 文化芸術センターをはじめとするエリア全体でのより一層の活性化を図る取

組と、ＴＲＡＤとの連携は、どのように考えているのか 

  

 (公明党議員団  藤岡 和枝 議員) 

   
 

２ 

 

１ 新型コロナ対策の充実を 

 (1) ワクチン確保と３回目接種の迅速化 
 (2) ＰＣＲ検査の拡充 
  ア いつでも、誰でも、何度でも受けられる検査を 
  イ 医療機関、福祉施設等の職員の検査 

 (3) 自宅療養者の支援充実、保健所との連携強化 
    

２ 暮らしと営業を守るために 

 (1) 国民健康保険 

ア 子どもの均等割減免の拡充 
  イ 事業主への傷病見舞金の給付を 

 (2) 介護保険 

 



  ア 介護職の処遇改善 
 (3) 子育て支援 
  ア 保育士や地域児童育成会職員等の処遇改善 
  イ 保育所への補助金拡充 
  ウ 子どもへの生理用品の配布 
 (4) 障碍者施策 
  ア 特別支援学校の設置基準 
  イ ガイドラインの見直し 
   

３ 気候変動対策 

 (1) 取組の充実を 

  
４ ジェンダー平等の社会を 

 (1) 男女の賃金格差是正 

 (2) 選択的夫婦別姓  
５ 平和、核兵器廃絶 

 (1) 施策の充実を  
(日本共産党宝塚市会議員団  となき 正勝 議員) 

   
 

３ 

 

１ 市政運営の基本方針について 

 (1) 協働・共創のまちづくりについて 

  ア 市の目指す「協働・共創」の姿とは 

 (2) 多様化するニーズに応えるために必要とする「決断力」「柔軟性」「発信力」に

ついて現状の認識と取組内容 

 (3) 「多様な主体による力の結集」を実現するため、引き続き取り組むとしている

きめ細やかなサービスの提供や支援について、これまでの実績と今後の予定は 

 (4) 業務改善や効率化だけでなく社会の変化に対応するため、これまでとは異なる

手法（変革）を取り入れていくための取組について（デジタル技術やデータの利

活用） 

 (5) コーディネート能力やサービスデザイン思考を備えた職員の育成及び外部人

材、民間企業への職員派遣について 

  ア それぞれの人材が活躍できる庁内環境整備は 

  イ そこから得られる成果をどう設定するか 

 

 



２ 主要な施策について 

 (1) 都市経営 

  ア 広報戦略策定について 

（ｱ）「伝わる広報」とは 

（ｲ）成果の設定について 

  イ データの価値の最大化について 

（ｱ）市の取組内容は 

（ｲ）積極的なデータ活用のための企業等との包括連携について 

 (2) 安全・都市基盤 

  ア 治水対策としての荒神川の整備及び大堀川流域の浸水対策について 

  イ 旧宝塚ホテルの跡地開発について市として宝塚南口駅前をどのような位置づ

けで認識し取り組んでいるのか 
  ウ 道路や橋梁などの管理状況の「見える化」のためにも「道路ストックマネジ

メント計画」を策定する必要があるのではないか 

 (3) 健康・福祉 

ア 高齢者をはじめ、コロナ禍により健康リスクを負っている市民のフレイル予

防の取組支援について 
  イ 市立病院の老朽化と口腔保健センターの耐震不足に伴う移転について 

 (4) 子ども・教育 
  ア 学校の風土改革について 

（ｱ）教職員の意識変化はあるのか 

（ｲ）学校・教員への信頼回復について取組状況と現状認識 

  イ 子どもたちの学びを止めないオンライン授業配信について 

（ｱ）課題と現状及び今後の見通し 

（ｲ）新型コロナウイルス感染症の第５波から第６波までの取組内容 

 (5) 環境 

  ア 新ごみ処理施設の本格稼働までのリスクと対策について 
 (6) 観光・産業・文化 

  ア コロナ禍により疲弊した地域事業者・地場産業の回復・振興策について 

  イ 伝統的文化や地域行事への支援について 
 

(たからづか真政会 くわはら 健三郎 議員) 

   
 

４ 

 

１ 市政運営の基本方針について 

 (1) 市政運営の基本方針 
  ア 危機からの再興 

 



オミクロン株の猛威の中で、エッセンシャルワーカーが不足していると認識

しているようだが、その対策は 
  イ 地域では、コロナ禍でも子どもたちにお弁当を届ける活動などの取組が行わ

れているが、行政としてどのような支援をされてきたのか 
(2) ポストコロナ時代を見据えたまちづくり 
 ア 今後、職員の減少が避けられない中、デジタル技術やデータを最大限に活用

し、事業効果を高め、これらの成果を市民の暮らしの豊かさにつなげるとある

が「これらの成果」とは何か 
(3) 持続可能なまちづくりに向けた取組 
 ア デジタル化が進む一方で、人にしかできないことの大切さを、改めて感じて

いますとあるが「人にしかできないこと」とは何か 

 

２ 令和４年度予算に関する主要な施策について 

 (1) 都市経営 

  ア 「財政基盤」において「成果重視の行財政経営への転換」について、説明を 

  イ 「組織基盤」において「機能的で連携のとれた業務執行体制」をどのように

構築していくのか 

  ウ 「デジタル・データ基盤」において「専門的知識や経験等を有する外部人材

を３名登用する」とあるが、その仕組みと３名の配置先、雇用形態及び職場で

の役職は 
  エ 「市民との協働」について、地域ごとのまちづくり計画を、地域と行政が

「対話」を重ね、情報を共有しながら、取組を進めていくとあるが、具体的に

いつからどのように進めていくのか 
  オ 「職員の資質向上」のため、民間企業に職員を派遣するそうだが、どんな企

業で何を求めているのか。また、資格を取得した職員を関連業務に従事させる

とあるが、どんな効果を求めているのか 
  カ 「弁護士を職員として任用」するとのことだが、採用の方法、配置職場及び

勤務形態は。また、これで何を期待し、今後どこまで広げるつもりか 
  キ 「公共施設（建物施設）保有量最適化方針」に基づいて、廃止した施設の跡

地利用などを進めるとあるが、廃止しようとする施設の利用者やその地域に理

解を得るために対応する体制はできているのか 

 (2) 安全・都市基盤 
ア 「公共交通」に関しては、西谷地域のバス路線のダイヤ縮小問題や市街地で

も交通不便地域の課題の解決に向けての検討はされているのか 
イ 「北部振興」では、移住希望者と地域住民のマッチングに取り組むことと、

土地利用規制弾力的運用の制度も活用するとあるが、この取組が進んでいない

のはどこに問題があると思っているのか 



 (3) 健康・福祉 
  ア 「障碍者福祉」では、日常生活圏域の７地区それぞれに、委託相談支援事業

所を配置するとあるが、事業所の相談員の専門性を高めるための研修の充実な

どはされているのか 

 (4) 子ども・教育 

  ア 「放課後児童クラブの待機児童対策」について 
   (ｱ) 令和４年度の各小学校区での待機児童の現状は 
   (ｲ) 待機児童ゼロに向けての対策は 
   (ｳ) 地域児童育成会支援員の人材確保は 

イ 「不登校対策」について、小学生を対象とした新たに教育支援センター小学

部を開設するとのことだが、不登校のそもそもの原因を突き止めることと、校

則の見直しは進んでいるのか 
ウ 「ＧＩＧＡスクール構想」については、タブレット端末を活用し、授業のＩ

ＣＴ化に取り組むとともにオンラインによる授業配信を行うとあるが、この流

れについていけない児童生徒と教職員への対策は 
エ 本年４月に統合する「中山台小学校」について、中山五月台小学校の跡地利

用はどうなったのか 
オ 「市立幼稚園の３年保育」の充実について、どのように考えているのか 
カ 「宝塚自然の家」について、本年４月から指定管理者により再オープンする

とあるが、丹波少年自然の家の廃止が想定されるのに伴い、子どもたちの野外

活動の補完施設として、検討はしないのか 

 (5) 環境 

  ア 「再生可能エネルギーの導入」について、太陽光発電設備の公共施設及び一

般住宅の設置状況は 
  イ 「西谷地域における県有林の木質バイオマス資源の活用」について、県や地

域、事業所とともに、事業展開を検討するとあるが、その進捗状況は 

 (6) 観光・産業・文化 

  ア 「文化芸術センター」について、現在の利活用の状況は 

 

 (ともに生きる市民の会  梶川 みさお 議員) 

   
 

５ 

 

１ 市政運営の基本方針について 

 (1) 「発信力」について 

ア 前市長の後継ではない、政治姿勢は異なるというのであれば「福祉にやさし

いまち」に偏った市政ではなく現役世代、子育て世代が住みやすい街にするた

めの施策展開、情報発信が必要ではないのか 
 



イ サイレントマジョリティーと言われる市民に対しての施策が伝わってこない

が本市の認識は 
 (2) 宝塚市行財政経営方針において、時代の変化に対応し続けるための基盤づくり

が重要であり、令和５年（２０２３年）までに強化することについて 
  ア 本年度までの進捗状況について 

 (3) 行財政経営行動計画において、裁量経費（上乗せ横出し事業、市単独事業）の

見直しについて 
  ア 令和３年度の見直し検証実施件数は１９件、令和４年度の検証実施事業件数

指標は３０件とあるが、令和３年の検証実施事業から検証を増やす事業はどの

事業の検証予定なのか 
 (4) 本市における財政状況の認識について 
 

２ 令和４年度予算に関する主要な施策 

 (1) 都市経営   

  ア 財政規律に基づく健全で持続可能な財政運営に取り組み、成果重視の行財政

経営への転換を図ることについて 

（ｱ）行財政経営の成果重視について、何をもって成果と判断するのか、課題と

ポイントについて 

  イ 組織横断的で活発な政策議論と一つの部局だけで解決できない課題に対し、

機能的で連携のとれた業務体制を構築することについて 

（ｱ）「機能的で連携のとれた業務体制を構築」における課題は 

  ウ 人を中心としたデジタル活用に必要な専門的知識や経験等を有する外部人材

を３名登用することについて 

（ｱ）外部人材の登用は民間からの登用か 

  エ 企業、大学との連携について 

（ｱ）包括連携の取組を加速させているが、包括連携後の進捗について 

  オ 職員の資質向上について 
（ｱ）民間企業への職員の派遣とあるが、どのような民間企業（業態）に派遣す

る予定なのか 

（ｲ）弁護士を職員として任用するとあるが、宝塚市の顧問弁護士が３名いる上

で任用する必要性について 

 (2) 安全・都市基盤 
  ア 下水道事業について 

（ｱ）資本的収支不足額を損益勘定留保資金で補填しているが、損益勘定留保資

金の残高が枯渇している現状と、他会計補助金により企業債償還金などを解

消している中、基準外繰入れを受け入れ黒字となっているが、総務省の基準

による基準外繰入れの見直しが実施された場合、今後の下水道事業運営の経



営健全化に向けた方向性は 

（ｲ）クライシスマネジメントやアセットマネジメント、管渠（きょ）改善率へ

の令和４年度の取組について 

 (3) 健康・福祉 
  ア 新型コロナウイルスワクチン接種について、本年３月中旬に、５歳から１１ 

歳の子どもへの接種を開始するとのことだが、具体的なスケジュールは 
 (4) 子ども・教育 
  ア 新型コロナウイルス感染症による学校休校について 

（ｱ）市立学校における新型コロナウイルス感染症による学級閉鎖について情報

を非公開としていたが、令和４年２月９日に公開となった。非公開とした理

由とそのプロセス、いつ非公開と決定したのか 

（ｲ）ＧＩＧＡスクール構想（活用推進計画）について、学校休校や学級閉鎖、

濃厚接触者となり学校に通学できなかった学童に対し、オンライン授業は機

能したのか 

（ｳ）外部人材による教員のリモート授業などのスキルアップ、育成及び外部人

材の採用について、分析と今後の対策は 

 (5) 環境 

  ア 脱炭素社会に向けた施策として、本市として水素施設についての検討及び対

策は 

  イ 新ごみ処理施設等整備・運営事業の入札における公平性について 

 

 (日本維新の会宝塚市議団  池田 光隆 議員) 

   
 

６ 

 

１ 包括連携協定及び、その他の協定について 

 (1) 民間事業者や大学等、多くの協定を締結し始めた経緯について 

 (2) それぞれの協定を結んだ意義について 

 (3) それぞれの協定の目指している成果について 

   

２ 観光産業について 
 (1) ＪＲグループ６社と、地方自治体及び観光事業者等が一体となって全国から誘

客を図る大型観光キャンペーン、ＪＲデスティネーションキャンペーン（ＤＣ）

が２０２３年の夏に兵庫県で開催されるが、山﨑市長はトップセールスとして、

兵庫県に対して積極的にアピールしていくのか 

 (2) ２０２２年２月１４日に開催されたひょうご観光本部主催「就航地連携観光サ

ミット」により、兵庫県もウィルキンソンヒストリーにかなりの関心を寄せてい

るが、今後「観光」としてこのヒストリーをどう活用していくのか 

 



 (3) ウェルネス戦略の軸となる、西谷地区の観光振興の進捗状況について 

 (4) ２０２５年には大阪万博。２０２４年にはトリプル周年。そして２０２３年に

は、ひょうごＤＣ（デスティネーションキャンペーン）と大きな観光行事を控え

ているが、観光政策となる戦略的ロードマップをいつから策定を開始するのか 
また、これらの大型観光行事に特化した市ＰＴ（プロジェクトチーム）を組織

化するべきでは 

 

３ 教育について 
 (1) スクールロイヤーについて 

 (2) 多様性が求められる子どもの「育み」について 

 (3) 子どもたちの意思表示の「育み」について 

 

              (無所属の会  岩佐 まさし 議員) 

   

７ 

 

１ 市政運営の基本方針について 

 (1) 危機からの再興 

  ア 「市民の命と暮らし」や「経済対策」に係る課題と「社会機能の維持」とい

う課題について 

 (2) ポストコロナ時代を見据えたまちづくり 

  ア 「２０４０年問題」と、市民サービスを持続的かつ安定的に提供していく仕

組みの構築について 

  イ 「協働・共創」によるまちづくりとは 

 (3) 持続可能なまちづくりに向けた取組 

  ア 時代にふさわしい行財政運営について、職員力のさらなる強化とサービスデ

ザイン思考を備えた職員の育成とは 

   

２ 都市経営について 

 (1) 「第２期 夢・未来たからづか創生総合戦略」と「成果重視の行財政経営」へ

の転換について 

  ア 外部人材３名の登用について 

  イ 企業や大学などとの包括連携の取組について 

ウ 民間企業への職員派遣について 

  エ 法科大学院との相互連携協定や、弁護士の任用について 

 (2) 人権問題の現状及び解決に向けた取組と、ジェンダー平等施策について 

 

３ 安全・都市基盤について 

 



 (1) 都市計画道路・荒地西山線の長期化・難工事・住民不安について 

 (2) 西谷地域の空き家を活用した移住の受け皿づくりについて 

 (3) 消防救急体制の充実と消防力の向上について 

   

４ 健康・福祉について 

 (1) しょうがい者福祉・基幹相談支援センターにおける取組状況と課題 

 (2) 宝塚市立病院が市民の命を守るための必要な医療を安定的かつ継続的に提供す 

るという公的使命を果たすことについて 

 

５ 子ども・教育について 

 (1) 子どもの最善の利益を守るためのスクールロイヤー制度の導入について 

 (2) ＧＩＧＡスクール構想の進捗状況と課題について 

 (3) 子どもの自尊感情を育てる演劇的ワークショップについて 

 (4) 中山台地区の教育環境整備・学校統合について 

 (5) 社会教育について 

 

６ 観光・産業・文化について 

 (1) 商工業における「デザイン経営」の導入について 

 (2) 文化・芸術振興について 

 

              (市民ネット宝塚  北野 聡子 議員) 

   

８ 

 

１ 新型コロナワクチンについて 

 (1) 市内の接種状況と今後について 

  ア 本市市民の追加接種の接種率と前倒しすべき今後の接種率増加に向けての対

策は 

  イ 市内の集団接種会場における接種の状況は 

  ウ 増加している死者・重症者の状況と病院の受入状況、軽症者のホテル療養の

状況は 

エ モデルナの有効性についての市民への広報等での周知は 

 (2) 子どもたちの感染状況について 

  ア 子どもの接種率と３月以降の５歳から１１歳までの子どもの接種開始の見込

みは 

  イ 他の自治体の分散登校や時差登校の実態と、宝塚市の登校実情は 

  ウ 感染者の出た市内の学校園閉鎖と職員の罹患時の対応は 

エ タブレットを用いたオンライン授業を行う時期は 

 



 

２ 持続可能なまちづくりの取組内容 

 (1) 協働・共創によるまちづくりと公共の考え方について 

  ア 外部人材３名の登用について 

  イ 行政手続のオンライン化と、ワンスオンリーのためにもマイナンバーカード

の普及率向上を 

  ウ 「公共施設（建物施設）保有量最適化方針」に基づいて廃止決定した施設と

今後廃止予定の施設は 

 

３ 安全・都市基盤 

 (1) 防災・減災への取組 

  ア 土砂災害警戒区域に指定された３か所の対策工事の進捗と急傾斜地崩壊対策

事業について 

  イ 「地域公共交通計画」について 

  ウ じゅにあ防災リーダー、こども防災マップの取組について 

 

４ 子ども・教育について 

 (1) 北部地域の少子化及び過疎化における対策について 

 (2) 宝塚自然の家は社会教育のみならず重要拠点であり、観光文化としての活用を  
５ 環境問題について 

 (1) 北摂里山地域循環共生圏について 

 (2) 新ごみ処理施設建設費の莫大な増加について  
６ たからづか創生として観光・産業・文化について 
 (1) コロナ禍の中で、疲弊している事業所支援の在り方は 

 (2) 生き生きとして働くことができる就労支援と、コロナで困窮している女性の就

労について 

 (3) コロナ禍の国際観光都市として宝塚市をどう描いていくのか 
 (4) 文化観光推進法において、宝塚文化芸術振興の重要性について 

   

  (令和安全の会  山本 敬子 議員) 
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